



























3 エネルギー工学は何を目指すのか ～個人的意見～ 
☆従前： CO2排出削減，一次エネルギー消費削減 




 分散型電源 ⇒主 




4 “Holistic  Engineering”のすすめ 
１．要素技術開発の寄せ集めでは限界 
     → 得意な能力を活かし弱点を相互補完する 
 
２．巨大・複雑システムへの極端な依存は危険 
     → DIO(Do it ourselves)に基づくサバイバル術を獲得する 
 
３．既存パラダイムや固定観念の行き詰まり 
     → 諸行無常・是生滅法 ・生滅滅已・寂滅為楽  
水素・直流によるネットワーク化 
  すなわち、 Simple・Passive・Robust 



























































































  MH水素吸蔵量：1500NL 
  MH温度：80℃ 
 
 太陽光発電 
  MPPT（最大電力点追従）   







































14 バッテリ - キャパシタハイブリッド蓄電システム開発 
バッテリ-キャパシタハイブリッド蓄電システム 








































































































LiC: Lithium-ion capacitor LiB: Lithium-ion battery











































































































































EV蓄電池による需給調整有り 356 Wh 367 Wh 














































































  化石燃料 ＞ 再生可能エネルギー 
 
 効率，経済性 
  大規模集中方式 ＞ 小規模分散方式 
市場原理での自発普及はあり得ない 
 
 → 不便，高コストを受け入れる覚悟 
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28 情報発信としての3Eフォーラムの役割 
・ 環境先進宣言。 
 
・ 研究開発成果の先行導入。 
 
・ 企業等先端技術の実証への協力。 
 
・ 実効的努力（行動インセンティブ）。 
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